
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えびはら直矢市政報告 

上尾市議会議員〈政策フォーラム・市民の声あげお〉 

発行人 海老原直矢 〒362-0026 上尾市原市北一丁目 14 番地 9 TEL. 048-716-7323 

E-mail. ebihara116@gmail.com https://www.ebihara-naoya.com/ 

働く人を守り地域経済の底上げを 

要綱の限界を超えるために必要な項目 

５月２０日、連合埼玉の政策フォーラムで「公

契約条例」をテーマとした分科会に参加しまし

た。この分野では、上尾市は令和３年度に公共

工事などを発注する際の「公契約に係る労働環

境の確認に関する要綱」を制定しています。 

しかし、この要綱には最低賃金を上回ってい

るかどうかを確認するにとどまり、賃金の下限額

を設定する仕組みがなく、違反した場合も法的

な強制力がないという大きな課題があります。 

令和７年１１月の建設業協会と市との意見交

換会でも、積算単価と実際の工事費のかい離

や、担い手不足など、現行の要綱では解決でき

ない課題が業界側から提示されました。 

分科会で要綱の効果について質問した私に

対し講師の方から、「要綱に効果があると主張

するなら、それを証明する根拠を市側に問うべ

き」という回答をいただきました。 

さいたま市など全国 140以上の自治体が、賃

金の下限額を定める「ILO 型公契約条例」をす

でに制定しています。こうした条例が整備される

と、公共工事に携わる人の賃金が底上げされ、

担い手の確保や地域経済の活性化にもつなが

ります。今回の一般質問では、条例制定に向け

た具体的なスケジュールを示せるのかを問い、

上尾市のまちづくりを前進させる提案をしてい

きたいと思います。 

連合東京の上本副事務局長の講演 

主な質問事項 

① 公契約条例 
 
要綱の評価 

評価の基準、実際の賃金と国が示す労務単価の比較 

事業者側の課題解決 

人材確保への貢献の可能性、契約条件 

条例の制定 

他の自治体との比較、今後の検討過程 

 

公契約条例の制定に向けた検討が必要 

一般質問は６月１８日（木）  午前９時３０分より行います。 

傍聴にお越しください。また、インターネット中継でもご覧いただけます。 

（https://smart.discussvision.net/smart/tenant/ageo/WebView/rd/council.html） 

③ まちづくり 
 
江川地区の生態系保全 

国から市への移管後の保護体制、専門職員の配置 

大型マンションの建設 

市民の意見を踏まえた開発、市としての紛争予防 

 

② 文化財の保存活用 
 
文化財の管理体制 

審議会での指摘事項への対応、予算の確保 

文化財保存活用地域計画 

検討過程、国への補助申請 

博物館の設置 

段階的ロードマップの策定、補助金の獲得 

 



 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お名前 ご連絡先 

ご意見やお困りごとなど 

市政へのご意見やお困りごとがございましたらお気軽にご連絡ください →FAX 048-677-1676 

昭和６２年１２月３日生まれ。 
●上智大学法学部卒 
●首都大学東京社会人類学教室修了。 
国連 UNHCR 協会職員などを経て、 
衆議院議員公設第一秘書を務める。 

大学在学中に市民団体を設立し、子どもたちの放課後を考える団体
や演劇教育を推進する団体など複数の団体の運営に携わってきた。２
０１７年、上尾市議会議員に当選（現在３期目）。議会運営委員会副委
員長、都市整備消防常任委員会委員、環境審議会委員など。家族：妻、
長男（１０才）、長女（９才）、次男（７才） 

えびはら直矢プロフィール 

①公契約条例、②文化財の保存活用、③まちづくり 質問予定 

令和８年６月定例会一般質問 市民の声を形に 

６月補正予算額 

約１億２千万円 

主な事業 

事業名 予算額 

交通空白地での社員送迎バス利用の実証実験 １，０６０万円 

住民票などのコンビニ手数料を減額 （歳入）－２２０万円 

防災資機材の整備 ７,３６４万円 

 

今定例会に提案されている議案についてご説明します。 
令和８年６月定例会議案 

〈３２号〉令和８年度上尾市一般会計補正予算 

今回の一般質問では、「文化財の保存活用」として、上尾市の歴史民俗資料の保存や活用にかける予

算があまりにも少なく、充分な保存のための体制が取れていない点を改めて審議会の委員の言葉を

もとにして質問していきたいと考えています。質問で取り上げる予定の審議会での委員の方々の発

言は以下のようなものです。 

令和 7 年度上尾市文化財保護審議会第 1 回会議 

 

■ 専用の保存施設を作る場合は２分の１の国庫補助があると聞いているが、 

行政はどう考えているか。 

 

■ （国指定重要有形民俗文化財の摘田・畑作用具について）検討委員会が行われ

ているが何を質問しても何を相談してもはっきりと答えてくれないまま終わ

った。ただ開催しているだけで前向きな方向性は示せない。 

 

■ 今までの検討委員会は何の方針もなく、ただ２年くらい集まっていただけで終

わってしまったというのが率直な感想。 

 

■ 上尾市は国指定重要有形民俗文化財を管理しており、社会に対する責任とい

うものがある。 


